
平成２６年度「重点研究費」研究成果報告書  

 

研究課題  理科教育に必要な実験能力の習得を目指した生命現象の探求  

研究代表者  

氏名  

飯田秀利  

所属  

自然科学系 広域自然科学講座 

職名  

教授  

研究分担者  

氏名  

狩野賢司  

所属  

自然科学系 広域自然科学講座 

職名  

教授  

原田和雄  同上  教授  

真山茂樹  同上  教授  

三田雅敏  同上  教授  

吉野正巳  同上  教授  

岩元明敏  同上  准教授  

原  健二  同上  准教授  

フェルジャニ  アリ  同上  准教授  

高森久樹  理科教員高度支援センター  准教授  
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 本講座生命科学分野の特徴であるマクロからミクロ までの各 生命科学研究を推進し、優れた
研究成果を得た。また研 究成果と共に、学部学生 および大学院学生が 研究に参画することで、
先端生命科学に触れ、仮説の設定、実験計画、実験 実施、論文作成の一連の実体験を得て、科
学的なものの見方、考え方、また方法論を身に付けた 。これにより次世代を担う教育 者、研究
者の養成を行うことができた。研究成果の概要を以下に示 す。  
 （１）シロイヌナズナの Ca 2 +透過性機械受容チ ャネルが継続的刺激に応答して発現すること、
分裂酵母の機会受容チャネルが液胞維持に働くこと、出芽酵母の Ca 2 +チャネルの細胞外システイ
ンがタンパク質間相互作用に必要なことを明らかにした。（２） 小型魚類を用いて、主に以下
の 3つの研究を実施した。グッピーの雌の配偶者選択の多様性、及び雄の配偶戦略との相互関係
について検証した。また、チェリーバルブの雌雄の赤い体色の適応的意義の研究を推進した。
さらに、新たにドワーフグラミーの競争や順位制研究のモデル生物としての開発研究に着手し
た。（３） ヒト免疫不全症ウイルス（ HIV）の Revタンパク質とその結合相手である RRE RNAとの
複合体形成における重要なアミノ酸、およびヌクレオチドを同定し、それらの役割について解
析した。また、原始的なコードされた翻訳として、 RNAを鋳型としたアミノ酸のカップリングが
可能であることを明らかにした。 （４） 珪藻種の多様性を形態と系統から解明する研究では、
生物燃料として利用しうるオイル生産能の高い 海産の Fistuliferaと Amphoraにおいて新種を報
告した。また、光合成系の解明に利用できる海産従属栄養性 Nitzshcia 5種の形態と系統を明ら
かにした。さらに、砂付着珪藻の対基物特性の解明、細胞内有機層と殻形態との多様な関係を
明らかにした。（５）生殖細胞の形成・成熟過程の調節を細胞レベル、分子レベルで総合的に
解明することを研究目的として、ヒトデの卵成熟をモデルに調節・制御に関わるホルモン分子
の同定および作用機構について研究をおこなっ た。（６）コオロギのケニオン細胞の膜興奮性の
性質をイオンチャネルのレベルで明らかにした。また同定イオンチャネルに対する一酸化窒素
シグナル伝達系の変調作用を明らかにした。第二に、側輸卵管に見られる自発リズム収縮の分
子機構及び生体アミンによるリズム変調のシグナル伝達経路を明らかにした。（７） 花の構造
の記載方法の改善に取り組み、新たな花式図の作成方法を開発した。 また、広義サクラ属の冬
芽の多様性を明らかにした。 さらに、シロイヌナズナの根端成長に関して細胞動力学的解析と
数理モデル解析を行い、アルミニウムが成長に及ぼす影響を明らかにした。（８）アリの社会行
動の生理学的本質として、脳・神経細胞におけるエクジソンシグナリングの役割に注目してい
る。本年度は、①エクジソン受容体の機能阻害を目的とした、 RNAi法の導入、②働きアリのス
テータス移行期おける行動生理学的及び脳の形態学的特徴、について、今後の研究発展に繋が
る本質的な結果を蓄積できた。（９）葉のサイズ決定機構を明らかにするため、「補償作用」の
理解が鍵である。補償作用とは、ある種の突然変異により、葉の細胞数が減少すると、過剰な
細胞伸長が誘導される現象である。現在、補償作用を示すシロイヌナズナの液胞型プロトンポ
ンプ機能欠損型突然変異体を用いて葉のサイズ制御機構の解明に取り組んでいる。（１０）
Drosophila prolongata 精巣原基焼灼により攻撃的競争器官にトレードオフの関係がある こと
を証明した。ヒョウモンショウジョウバエ亜属 4種の毒耐性を調べマルピーギ管が長い種が耐毒
性に優れていることを明らかにした。 D. takahashii 種亜群 4種の配偶行動の違いを明らかにし
た。  
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7 -1 0 ,  2 0 1 4 .  

 

2 2 .  天野  瑠美 ,  中山  北斗 ,  Fe r j an i  Al i ,  木村  成介 .  葉断面から再生する Ro r ip p a  a q u a t i caの栄

養繁殖機構の解析 .  日本植物学会第 7 8回大会 .  川崎市 .  2 0 1 4年 9月 1 2日〜 14日    

 

2 3 .  田中奈月，奥田祥平， Al i  Fe r j an i，郡司玄，前島正義 .  リン酸欠乏時に発現上昇する根毛

タンパク質 RHPPの機能解析 .  日本植物学会第 7 8回大会 .  川崎市 .  2 0 1 4年 9月 1 2日〜 1 4日    

 

2 4 .  Fer j an i  Al i ,  前田沙緒理 ,  郡司玄 ,  花井研哉 ,  平野智也 ,  風間裕介 ,  大林祝 ,  阿部知子 ,  塚谷

裕一 .  細胞増殖と細胞伸長の異常が茎の形態形成に及ぼす影響 .  日本植物形態学会第 2 6回

総会・大会 .  川崎市 .  2 0 14年 9月 1 2日  

 

2 5 .  郡司玄 ,  塚谷裕一 , Fe r j an i  Al i .ピロリン酸の過剰な蓄積はすべての表皮細胞の発達に影響

を及ぼす .  

2 6 .  日本植物形態学会第 2 6回総会・大会 .  川崎市 .  2 0 1 4年 9月 1 2日  

 

2 7 .  高橋和希，塚谷裕一，Fer j an i  Al i .  貯蔵脂質を基にしたショ糖の生合成を担う遺伝子群の多



重変異体における従属栄養成長 .  日本植物形態学会第 2 6回総会・大会 .  川崎市 .  2 0 1 4年 9月

1 2日  

 

2 8 .  森本崚介，塚谷裕一 ,  Fe r j an i  Al i .  シロイヌナズナの発芽後の成長における貯蔵脂質代謝に

欠損を持つ変異体群の総合的解析 .  日本植物形態学会第 2 6回総会・大会 .  川崎市 .  2 0 1 4年 9

月 1 2日  

 

 

その他 （遺伝子登録 ）  
1 .  P at i r i a  p e c t in i f e r a  R GP  m RN A fo r  r e l ax in - l i k e  go n ad - s t i mu l a t in g  p ep t id e ,  c o mp l e t e  cd s .  DD BJ  

Ac c es s io n  Nu mb er :  LC0 2 7 9 3 8   
 

2 .  P at i r i a  p e c t in i f e r a  R GP  g en e  fo r  r e l a x in - l i k e  go n ad - s t i mu l a t in g  p ep t id e ,  co m p le t e  cd s .  D DB J  

Ac c es s io n  Nu mb er :  LC0 2 7 9 3 9  

 

3.  Ac an th as t e r  p l an c i  R GP  mR N A fo r  r e l a x in - l i k e  go n ad - s t i mu l a t in g  p ep t id e ,  co mp le t e  cd s .  D DB J  

Ac c es s io n  Nu mb er :  LC0 3 3 5 6 6  
 

4 .  P at i r i a  p e c t in i f e r a  Gn a s  mR N A fo r  gu an in e  n u c l eo t id e -b in d in g  p ro t e in  G( s )  a lp h a ,  co mp l e t e  

cd s .  D DB J Ac ce ss io n  Nu mb e r :  AB8 5 6 9 8 5  

 

5 .  P at i r i a  p e c t in i f e r a  Gn a i  mRN A fo r  gu an in e  n u c leo t i d e -b in d in g  p ro t e in  G( i )  a l p h a ,  co mp l e t e  

cd s .  D DB J  Ac ce ss io n  Nu mb e r :  AB8 5 6 9 8 6  

 

6 .  P at i r i a  p e c t in i f e r a  Gn aq  mR N A fo r  gu an in e  n u c l eo t id e -b in d in g  p ro t e in  G(q )  a lp h a ,  co mp l e t e  

cd s .  D DB J Ac ce ss io n  Nu mb e r :  AB8 5 6 9 8 7  

 

7 .  P at i r i a  p e c t in i f e r a  Gn b  mRN A fo r  gu an in e  n u c leo t i d e -b in d in g  p ro t e in  ( G  p ro t e in ) ,  b e t a ,  

co mp le t e  cd s .  D DB J  Ac c e ss io n  Nu mb e r :  AB8 9 4 3 2 1  

 

8 .  P at i r i a  p e c t in i f e r a  Ac tb  mRN A fo r  b e t a - a c t in ,  co mp le t e  cd s .  D DB J  Ac ce ss io n  Nu mb er :  

AB8 9 4 3 2 1  

 

 

 


